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内容の要旨及び審査の結果の要旨
頭蓋内圧（intracranialpressure,ICP）の分析は，頭蓋内環境の変化をとらえる手段として有用である。しかし，
頭蓋内圧脈圧（amplitudeofintracranialpressure，ICPamp）が脳循環障害すなわち脳血流（cerebralblood
flow，CBF）低下によってどのように影響を受けるかについては詳細な研究はなされていない。そこで，ＩＣＰａｍｐが
ＣＢＦの異常を反映するかどうかを検証することを目的として，CBFの低下がICPampに与える影響について検討した。
雑種成熟イヌ14頭を用い，側脳室内への人工髄液注入を反復することにより脳血流低下モデルを作製した。人工髄
液注入実験の反復により低下したCBFが，初回注入実験開始前のCBF値の85％以上に保持されたものを脳血流保持群
(ｎ＝22)，８５％以下に低下したものを脳血流低下群（ｎ＝31）とし，頭蓋内圧（intracranialpressure，ICP）冗進
時における両群間のICPampの変化を比較検討した。得られた結果は以下のように要約される。
１．両群ともに，ICP冗進にともないICPampは増大し，頭蓋内圧脈波形（ICPwaveform，ICPＷ）は単峰化した。
２．平均頭蓋内圧（meanlCEmlCP）が120ｍHg以下の全範囲において，脳血流低下群のICPampは脳血流保持群
に比べ低下しており，特にmlCPが30～120ｍHgでは有意に低下していた（ｐ＜0.05)。
３．ｍICPを10mmHg毎に区分してｍｌＣＰとCBFとの関係を検討すると，全般的に正の相関関係を示し，特にmlCPが３０
～80mmHgおよび100,110ｍHgの範囲で統計的に有意な正の相関関係が認められた（ｐ＜0.05)。
４．ｍICPが同一である条件下では，CBFの低下に比例してICPampが低下することが判明した。
５．ICPampの連続測定は，臨床におけるICP冗進時の脳循環障害の程度や経時的変化の監視，ならびに治療方法の
決定とその効果判定に有効な手段となり得ることが示唆された。
本研究は，ICPampの連続測定が頭蓋内環境の変化をとらえる手段として有用であることを示したものであり，脳
神経外科学の進歩に寄与する労作と評価された。
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